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一 資 料 一

新人看護師に対する看護技術研修の報告
状況を設定し複数の看護技術を組み合わせた多重課題の実施

片 山圭子 ・谷川 茜 ・佐藤浩美 ・谷浦葉子 ・越村利恵

キ ー ワ ー ド:新 人 看 護 師 、 看 護 技 術 、 状 況 設 定 、 多 重 課 題 

KeyWords:NewNurses,NursingSkill,SetSituation,Multi-task

1.は じめに

当院では、新人看護師に対し、看護技術を手順どお

りに習得させることを目的として、独 自で作成 した「看

護手順」「看護技術チェックリス ト」をもとに看護技術

研修を行っている。平成23年 度は、4～5月 の期間に

「手指衛生」「防護用具の着脱」「廃棄物の分別」「静脈

血採 血」「血糖測定」「皮下注射」「筋肉注射」「輸液の

準備」「輸液ポンプとシリンジポンプの操作」の看護技

術項 目を研修で取り扱い、参加した新人看護師の95%

以上が手順どお りに 咄 来た」「ほぼ出来た」と自己評

価した。

しかし、臨床現揚では、複数の看護技術を実施する

場面が多く、さらに患者の状況に合わせ優先度を考慮

しなければならない。新人看護師にとって就職後3か

月は、1人で患者を受け持ち始める自立の時期であ り、

プリセプターによるマンツーマンの指導から1人 で業

務が遂行出来るようになる移行期1)である。そのため、

就職後4か 月の研修 としては、手順どお りに看護技術

を習得させる従来の演習方法では不十分だと考えた。

そこで、従来の演習方法に加えて、臨床現場に近い

状況を設定し、1人 の患者に複数の看護技術を実施す

る多重課題演習を行ったので報告する。

∬.研 修の概要

1.テ ーマ

看護技術(導 尿、陰部洗浄、体位変換)

2.研	 修のねらい

臨床現揚に応 じた看護技術を習得させる。

3.学 習到達 目標

1)導 尿 ・陰部洗浄 ・体位変換の看護技術を習得する。

2)3つ	 の看護技術(導 尿 ・陰部洙浄 ・体位変換)を 実

施する「優瑁頂位とその根拠1「留意点とその根拠」

を理解出来る。

3)設 定された状況で、3つ の看護技術(導 尿 ・陰部洗

浄 ・体位変擲 の優瑁頃位を考え実施出来る。

4.対 象者

平成23年	 度4月 採用の新人看護師82名

(82名 を15～16名 ずつ、5日 間に分けて実施)

5.実	 施時期


就職後4か 月


6.研 修内容

1)看護技術演習(導 尿・陰部洗浄・体位変換)(320分)

デモンス トレーションの後に1つ1つ の看護技術に

ついて演習 し、7つ の視点(「安全への配 齣 「感染対

策」「患者への説明と同意」「手順に基づいた実施」「準

備 と片付け」 「患者の状況や特性に応 じた工夫」 「安

楽への配慮」)で評価する(従 来の演習方法)。

2)多	 重課題演習(120分)

多重課題演習は事前課題、グループディスカッショ

ン、実演、振 り返りとい う構成で実施する。

グループディスカッションは、1グループ5～6名 の

研修対象者と1名 のファシリテーターで構成したグル
ープごとに進める

。研修對象者から選出された代表者

3名 で実演し、振り返りは全員で行 う。

① 事前課題

設定された状況で3つ の看護技術(導尿 ・陰部洗浄 ・

体位変擲 を実施する際の 「優錮頂位とその根拠」「留

意点とその根処」を考えて提出する。

事前課題で設定 した患者の状況は以下のとお り。

【患者情報】

70歳 代、女性

既往歴:特 になし

現病歴:慢 性関節リウマチによる全身魄 痛のため

救急搬送され入院 となった。

移 動:ベ ッド上安静、

全身の疼痛が激 しく自力で体位変換不蒐

排 泄:便 ・尿失禁ありオムツ着用。下痢持続中。

栄 養:末 梢ルー トから持続 点滴中。

【場面設定】

日勤でこの患者の担当となり、中間尿採取のため

に病室を訪問すると、オムツ内に多量の下痢便を認

めた。 

②	 グループディスカッション

事前課題で考えてきた内容をグループで共有し、準

備物品や看護師役の役割分担など、場面を想定した具
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体的な実演の進め方について検討する。

③ 代表者による実演

実演準備としては、万能型成人実習モデル(さ くら⑪)

を患者 として使用し、事前にオムツに模擬便を付着さ

せてお く。また、病室や処置室の備品も可能な限り臨

床現揚 と同じように配置して実演の環境を整えておく。

研修対象者か ら3名 選出し、そのうち2名 が看護師

役(実 施役 ・介助役)、1名 は患者役C患 者の気持ち

を代弁する役害の となって実演する。それ以外の者は

観察者となり、看護師役が困っている場合には積極的

にア ドバイスする役割を担 う。

ファシリテーターは、看護師役が看護技術演習と同

じ7つ の視 点を満たしているか、医療者間(看 護師役

同士)で コミュニケーションを取ることが出来ている

かを評価する。

④ 全体での振 り返 り

実演後に、看護師役、患者役、観察者、それぞれの

立場で気づいた点を話 し合 う。研修対象者が、実演場

面を客観的に振り返ることが出来るよう、ファシリテ
ーターは

、看護技術演習の評価視 点に沿って、気づい

たことを伝える。

皿.研 修の結果

1.看 護技術演習(導 尿 ・陰部洗浄 ・体位変換)

ほとんどの者が、「看護喞厠(参 考資料1)に 記載

されている7つ の視点どお りに1つ1つ の看護技術を

実施することが出来ていた。

2.多 重課題演習 

① 事前課題

[優先煩位とその根拠1

研修対象者82名 のうち81名 が、「陰部洗浄」「導尿」

「体位変 .1の順で優坩頂位を正 しく記載出来ており、

その根拠を記載することも出来ていた。

[留意点とその根拠1

「看護手1廁 に書かれている注意事項の内容を正 し

く記載していた。また、状況設定 憾 痛がある)に よ

る 「安楽への配慮;1や、末梢点滴ル ートに注意した 「安

全への配 翻 についての留意点を記載している者が多

かった。 

② グノレープディスカッション

事前課題で考えてきた内容について、グループの中

で1青報共有を行い、3つ の看護技術を組み合わせて実

施する上での留意点を考えることが出来ていた。 しか

し、患者に適 した準備物品が何であるか、看護師2名

でそれぞれがどのような役割を担い看護技術を実施す

るのか等、実演場面を想定した検討には至らず、ファ

シリテーターが誘導する必要があった。

③ 実演

[全体の評価コ

実演に要した時間は、平均30分 程度であった。実

演に40分 以上時間がかかり、途中でストッフ量 ざる

を得なかったこともあった。

患者役は、羞恥亡・への配慮が無かった り、苦痛な体

位で看護技術が実施されていても、患者の不快な気持

ちを代弁することが出来なかった。そのため、患者役

に代わってファシリテーターが代弁する必要があった。

観察 者は、看護師役が困っていてもア ドバイスする

ことが出来なかった。

[看護技術の評価]

実演で行われた、3つ の看護技術について、7つ の

視 点で出来ていなかった状況、および甌 者間コミュ

ニケーションで出来ていなかった状況は以下のとおり

であった。

〈安全への配慮〉

・ベッド柵を使用せずに、1人 で体位変換を行 う。

〈齢 〉

・交換後の汚染 したオムツをベ ッド上に置いたまま実

演を続け、ベッド周囲を汚染させる。
・素手で鑷 子を持ち、清潔操作を実施する。
・鑷子先端を汚染 させた際に、汚染鮒 立をイソジ即 で

洗浄し、そのまま清潔操作をすすめる。


〈患者への説明と同意〉

・患者へ声かけせ ずに、カテーテルを挿入する。 
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・患者へ声かけせずに、体位変換を行 う。

〈手順に基づいた実施〉

・次に何を行えばよいかわからず、呆然と立ち尽くす。
・患者をどちら(右 ・左側臥位)の 体位にしたらよい

か(ど ちらを向いていたのか)が わからなくなる。

〈準備と片付け〉

・準備するべき物品がそろっておらず、何度も物品を

取 りに戻る。
・汚染 したオムツをベッド上に放置したままにする。

〈患者の状態や特1生に応 じた工夫〉

・点滴ルー トが病衣に巻き込んでも気づかずそのまま

にする。

〈安楽への配慮〉

・患者にバスタオルや布団をかけない等、羞恥心に配

慮せずに行 う。
・看護師2名 で実施しているにも関わらず、1人で体位

変換を行 う。
・患者に とって苦痛な体位で実演を行い、疼痛軽減が

図れない。

〈医療者間コミュニケーション〉

今回の演習では、看護師2名 で実演する場面を設定

したが、 「看護羽1厠 に書かれていたとお りに看護技

術を行 うことに集中し、介助役の看護師に指示を出す

ことが出来ていなかった。また、介助役の看護師は、

指示を受けるための声かけが出来ずに、ただ立ち尽 く

している場面を認めた。また、2人 が同じ動作をする

など、無駄な動きが目立った。

④ 全体での振 り返 り

看護師役を行ったすべての者から、グループで検討

していたようには実演出来なかったとい う意見が出さ

れた。具体的には、準備物品の不備が多かったこと、

頭が真っ白になり手順がわからなくなったこと、手技

が上手 く出来ず予想以上に時間がかかり鱒 ・たことが

述べられ、実演する上で 「毛頂に基づいた実施」 「準

備 と片付け」が出来てないことについては、自ら気づ

くことが出来ていた。しか し、 「安全への配慮」 「感

染対策」 隠 者への説明と同意」 噫 者の状況や特性

に応じた工夫」 「安楽への配慮」が出来ていなかった

ことについては、患者役および観察者からも意見は出

ず、ファシリテーターが観察したことを具体的に伝え

ることで、初めて出来ていなかったことに気づいた様

子であった。

3.多 重課題演習への感想

研i後 のアンケー トの中で記載されていた感想は、

以下のとおりであった。
・実際にやってみることで紙上だけではわか らない

難しさを実感した。
・(陰 部洗浄)オ ムツと便器 どちらを使用するのか、

患者のやってほしい方法、体位、感 じていることを

考える機会になった。
・患者主体 ということを改めて考えないといけない

と思った。

・ 「看護手順」に記載されている以外に、患者の個別

の状態を把握 してケアを実施 しなければならない

ことと、それが今出来ていないことがわかった。

・今までの研iと	 は違い、グループディスカッション

や実演することで、どうしたら良いのかを具体的に

考えることが出来た。
・全体での振 り返 りで気づいたことやグループディ

スカッションで話した内容が、普段先輩たちに注意

されていることと同じで、「こういうことか … 」

と客観的に理解することが出来た。

・ グループディスカッションでイメージしていたが、

実演で思うように出来なかったので、もっと練習し

ないといけないと感 じた。
・実演する立場ではなくとも、意見を出し合 うことで

イメージが出来た。

N.考 察

今回、新人看護師を対象に、臨床現場に応 じた看護

技術を習得させることを研 彦のねらいとして、従来の

演習方法に加え、設定された状況で3つ の看護伎術を

実施する多重課題演習を行った。その結果、新人看護

師は 「安全への酌 齣 「感染x」 「患者への説明と同

意」 「手順に基づいた実施」 「準備と片付け」 「患者

の状況や特性に応 じた工夫」 「安楽への配慮」「医療者

間のコミュニケーション」のいずれについても、事前

に検討 していたとお りに実演することは出来なかった。

ただ、自分たちは1つ1つ の看護技術を習得 していた

としても、状況設定された場面で実施するのは難 しく、 
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臨床現場に応じた実践には課題があるとい うことに気

づいた。

新人看護師の気づきにつながった要因としては、多

重課題演習を、事前課題での自己学習とグループディ

スカッションでの情報共有、代表者による実演と全体

での振り返りの4つ で構成 したことにあると考えられ

る。事前課題での自己学習やグループディスカッショ

ンは、設定された状況の理解を深めることに役立ち、

状況の理解を深めた後の実演で失敗体験させたことは、

多重課題の難 しさを実感させるのに有効であった。

また、今回の多重課題演習においては、ファシリテ
ーターが重要な役割を果たしていた

。実演前のグルー

プディスカッションでは、実演場面を想定した話し合

いをさせるためにファシリテーターの誘導が必要であ

った。実演後の全体の振り返りでは、新人看護師が自

ら気づいたことには限界があり、ファシリテーターが


「出来なかった事実」を具体的に伝えることで、臨床


現場に応 じた実践が出来ないことに気づかせることが

出来た。実演後の振り返 りは、一方的なフィー ドバッ

クではなく、新人看護師のその時の感情や気づきを引

き出すことが重要である2)と言われている。加えて、

最近の新人看護師は看護技術の自己評価が高い者が多

く、臨床現場で実践出来ないとい うプリセプターの評

価 と相反することもあった。これ らのことから、新人

看護師に自らの実践能力を客観視 させるためには、フ

ァシリテーターの評価を伝えることが不可欠であった

と考える。さらに、多重課題演習におけるファシリテ

ーターには、より具体的な場面を想起させるスキルと

失敗体験を責めることなく気づきにつなげるスキルが

求められる。

実施時期についてみると、就職後3か 月の新人看護

師は多重課題を遂行しようとするが1つ1つ の行為が

不正確であり、6か 月になって優先課題の選択や多重

課題の遂行が行えるようになる3)と言われている。そ

のため就職後4か 月の新人看護師には、本来の研修 の

ねらいを達成させることはできなかった。このことか

ら、「現場に応 じた看護技術を習得させる」ためには、

就職後6か 月以降に実施する必要があることが示唆さ

れた。

しかし、1人 で業務を遂行しはじめる就職後4か 月

の新人看護師に対して、多重課題演習をとお して失敗

体験をさせ、臨床現揚に応 じた実践ができていないこ

とを気づかせたことには、大きな意味があったと考え

られる。シミュレーションにより場面を再現できるこ

とは、本来失敗の許されない看護場面であっても、よ

り望ましい結果を導くためにどのように行動すればよ

い(よ かった)の かということを考え、失敗を恐れず

に繰 り返 し熟考したり、実施する機会を得ることが可

能となる4)との報告がある。

したがって、臨床現揚に応じた看護技術を習得させ

るためには、就職後3～4か 月で現揚に応 じた実践へ

の課題に気づかせ、6か 月以降には同じ場面設定での

演習を繰 り返 し実施し、達戎感につなげるための工夫

を行っていく必要がある。

V.ま とめ

・今回の多重課題演習では、就職後4かAの 新人看護

師は、臨床現場に応 じた看護技術が実施出来なかっ

・事前課題とグループディスカッション、実演と振 り

返りの4つ で構成 したことで、新人看護師は臨沫現

場に応 じて看護技術を実施する難 しさに気づいた。
・多重課題演習にはファシリテーターが不可欠だった。
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